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「本と図書館、そして読書会」 御津町  市原 泰子 

                          

今、私は本と図書館との関わりが以前より増えた生活

をしている。私が本を山に積んでいれば「そんな本、子

供の時や学生時代に読んでなかったのか」とのたまう夫。

私は「今楽しく読めるから」と返答。そんな夫も私の借

りた本から先に読んでしまっていることもある。 

読書会といえば、堅苦しいイメージを持たれがちで（そんなことないですよ！本にまつわる

人生の四方山話
よもやまばなし

が聞けますよ）メンバーの増加があまりない。 

気に入った作家ばかり読んでいた私。そんな私が３つの読書会で芥川賞・直木賞、明治の文

豪から現代の小説、そして児童書と幅広いジャンルで本を読む機会を得ている。 

苦手な本もあるが、自分自身に少しのプレッシャーを与えるのもよしとしている。児童書で

は、童心に返り心が洗われる。読んでいき、人の話を聞き、そんなとらえ方もあるのかとその

本に対する思いが変わり、自分への栄養となる。１冊の本から深みのある読後感、これまた醍

醐味。 

課題本として、これと思う１冊を選んだ人から、また知人宅の本棚からその人を知る。本を

通して人を知り、人を通して本を知る。自己啓発から交流へ。そんな読書会の場である図書館。 

夏は高校生との読書会。さて、世代の違う人と一冊の本から、どんな展開となることやら？ 

 

                    

※『読書と私』は図書館の利用者に執筆していただいています。 
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たつの市立図書館 
龍 野 図 書 館   TEL(0791)62-0469 

新 宮 図 書 館   TEL(0791)75-3332 

揖保川図書館   TEL(0791)72-7666 

御 津 図 書 館   TEL(079)322-1007 

URL http://tatsulib.city.tatsuno.hyogo.jp/ 

No．95 8月号 
ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

 

携帯専用サイトへは、

左のＱＲコードから 

(URL:http://tatsulib.city.

tatsuno.hyogo.jp/m/） 
 

ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 
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本棚・８６ 

『天才力 三巨匠と激動のルネサンス』  雨宮紀子 著  世界文化社 

 

 14 世紀イタリア

に興ったルネサンス。

“再生”という意味

で、古代文化を復興

しようと、あらゆる

価値観が劇的に刷新

されるなか、レオナ

ルド・ダ・ヴィンチ、

ミケランジェロ、ラ

ファエロの 3人の天

才が現れた。 

1504 年、市政庁

は大評議会室の東壁に右がダ・ヴィンチでミラノに

交戦してフィレンツェが勝利した「アンギアーリの

戦い」、左がミケランジェロでピサに対抗してフィ

レンツェが勝利する「カシナの戦い」の戦闘画を描

くよう注文した。まさに天才芸術家の一騎打ちとも

いうべき一大プロジェクトが動き出し、勝敗の噂が

渦巻き、市民の誰もが熱狂していたその年、シエナ

にいたラファエロはフィレンツェを訪れ、芸術都市

で三巨匠が初めて揃った。しかし、残念なことにこ

のプロジェクトに関しては権力争いのなか、詳細不明

のままである。 

本書は彼ら三巨匠を主人公にメディチ家、教皇庁

などの権力争いに巻き込まれながらも天才力を発揮

していった芸術家の人生を、史実を織り込みながら

代表作など図版も多数紹介しつつ、当時の芸術を読

み解いていく歴史ロマンである。 

３月、国立西洋美術館のラファエロ展を皮切りに

2013 年は三巨匠の名作が次々来日! 今月にはたつの

市が所蔵する『Michelangelo:La Dotta Mano』の特

別公開が決定。ルネサンスの革命的な美を日本で体

験できる貴重な１年となっています。ぜひこの機会

に素晴らしい芸術に触れてみませんか？  

(龍野図書館 藤本)    
 

 

トピックス  夏休みは図書館に行こう!!(後編) －イベントのご案内－ 

          

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

木工作教室 
龍野北高校生による木工作教室 
日時：8月11日(日)  

午後2時～4時 30分 
場所：龍野図書館 
対象：小学校3年生以上 
   ※3・4年生は保護者同伴 
定員：20名程度（要申込・先着順） 
   参加費：150円（材料費・保険料として） 

合同読書会 
龍野高校生と課題図書についての感想を語ります 
日時：8月8日(木) 

午後2時～3時 30分 
場所：龍野図書館 
課題図書『県庁おもてなし課』 
     有川 浩著 
定員：10名（要申込・先着順） 

きりがみ教室 
むしのメッセージカードをつくろう！ 
日時：8月24日(土)  

午後2時～午後 3時 
場所：新宮図書館 
対象：小学生以上  
定員 :20名(要申込・先着順) 

貴重本講座作品展 
貴重本活用事業で製作した行灯やポップアップ絵本を
展示します。力作の数々をご覧ください。 
日時：8月20日（火）～25日（日） 

午前 10時～午後 6時 
場所：龍野図書館１階フロア 

  ※期間中、龍野美術協会の書、工芸部門の作品も 

２階研修室で展示します。 
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おすすめする子どもの本・8８ 

『ベンジーのふねのたび』 マーガレット・ブロイ・グレアム作・絵 福音館書店 

 

 犬のベンジーは、夏が来るといつも、うちの

人達と一緒に旅行に行きます。ところが今年は、

動物が乗れない船の旅なので、留守番をするこ

とになり、しょんぼりしました。 

 翌日、ベンジーが港に行くと、うちの人達が

乗って行った船にそっくりな船が停泊してい

ました。うちの人達に会えると思ったベンジー

は、船に乗りこみました。すると、それを見て

いた船の猫のジンジャーが、稲妻のように追い

かけてきました。

倉庫に隠れたベ

ンジーはいつの

間にか眠ってし

まい、目が覚めた

時には、船は海に

出ていました。 

 次の朝、コックさんがかもめに餌をやるのを

見ていたベンジーは、マストのてっぺんから降

りられなくなって、ないているジンジャーを見

つけました。ベンジーは、吠えて航海士さんに

知らせ、ジンジャーを助けました。それから２

匹は仲良くなりました。朝は、航海士さんと甲

板に出て、海を見て毎日楽しく過ごしました。 

 2 週間たって、船はベンジーの街へ戻りまし

た。懐かしい景色を見たベンジーは、家に帰り

たくなって、一目散に駆け出しました。ベンジ

ーがいなくなって心配していたうちの人達は、

ベンジーを見てとても喜びました。 

思いがけない船の旅を楽しむ様子が、いきい

きと伝わってきます。最後には家に帰り、日常

に戻る安心感もあります。読んであげるなら４

歳くらいから。 

（揖保川図書館 杉岡）

 

 

『この湖にボート禁止』ジェフリー・トリーズ 作 多賀 京子 訳 福音館書店 

 

あ湖のそばの山荘に母と妹のスーザンで引っ

越してきたビルは、そこでボートを見つけます。

湖の中にある島にスーザンと漕いで行きますが、

その島の所有者だという地主のアルフレッド

卿に「この湖にボート禁止」と言われてしまい

ます。島に上陸出来ないだけでなく、どうして

湖に入ってはいけないのか。ビル達は不審に思

います。 

ある日、アルフレッド卿の電話を偶然に聞い

てしまったことから、何か重要な秘密をアルフ

レッド卿が隠していると思ったビルは、親友の

ティムやスーザン、スーザンの親友ペニーの４

人で、謎を探ろうとします。そして密かに入り

込んだアルフレッド卿の森で人間の白骨を見

つけます。その人骨のそばに落ちていた鉄のわ

っかがバイキング時代の鎖かたびらの一部だ 

と分かり、一気に千年前の世界に引き込まれます。  

その後、手に入れた航空写真の島の真ん中に

印が付いているのを発見し、ビル達は上陸作戦

を決行します。そして、ビルやスーザンの通う

学校の校長先生達も巻き込み、謎を解き明かし

ていきます。 

あバイキングの秘宝に絡む歴史を辿
たど

る過程は

スリリングで、

豊かな自然が

織りなす山荘

周りの風景描

写は心を爽快

にしてくれま

す。小学６年生

ぐらいから。 

 

（新宮図書館 井口） 



館 名 行 事 対 象(上段） ・ 時 間（下段） ８月の予定

　読書会  一般  ９日

　第２金曜日（１０時～１１時３０分） 　『abさんご』　 黒田　夏子著

●えほんのじかん　  ２～４歳児、保護者  １2日・２6日

  第２・第４月曜日（11時～11時20分）  『むんむんあついひ』他　

■おはなしのじかん  ５歳児～  ３日・１０日・１７日・２４日・３１日

  土曜日（11時～11時30分）  『ひかげにごろり』他

　読書会

●えほんのじかん　  ３～５歳児、保護者  １０日・１７日

　第２・第３土曜日（10時30分～10時50分）  『コッコさんのおみせ』　他

■おはなしのじかん  小学生以上  １０日・１７日

　第２・第３土曜日（11時～11時30分）  「くわずにょうぼう」他

　読書会  一般  ２３日

　第４金曜日（10時～12時）  『たったひとり』　乾 ルカ 著

●えほんのじかん　  ０歳児～、保護者  １１日・１８日

  第２・第３日曜日（11時～11時20分）  『ぐりとぐらのかいすいよく』 他

　読書会  一般  ６日

　第１火曜日（13時30分～15時30分）  『聞く力』　阿川 佐和子 著

 揖保川図書館

　℡（０７９１）
　７２－７６６６

　御津図書館

　℡（０７９）
　３２２－１００７

　新宮図書館

　℡（０７９１）
　７５－３３３２

  「今こそ おさらいしよう 日本国憲法　

　　　　　～憲法が変わったら、私たちの生活も変わっちゃうの？～」
　 テキスト：『あたらしい憲法のはなし』　　日時：８月４日（日）　時間：13時30分～15時　　
　　　　　　　対象：一般（中学生以上）　定員：１５名※先着順　場所：新宮図書館　

　龍野図書館

　℡（０７９１）
　６２－０４６９

　　　【日時】２４日（土）２５日（日）　１回目１１：００～　２回目１４：００～

                                    Mano(マーノ)』をガラスケースから出し、特別公開します。

　　　　　　　※ミニ講座を行い、実際に開いて中の写真等を見ていただけます。

                                    また、ちりめん本・三木露風書簡等を同時公開します。

       各館の行事予定 ※詳細は各館へお問い合わせください。

　貴重本特別公開　世界に限定33部の貴重本『Michelangelo(ミケランジェロ)：La(ラ) Dotta(ドッタ)

　　　【場所】龍野図書館資料室（２階）　【対象】一般　【定員】各２５名（事前申込要）
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